男女平等産別統一闘争　市長会要請報告
　日時：2013年6月7日　10時00分～10時40分
　市長会：細見邦雄行政部長、尾関志帆主事　
　自治労：青木真理子組織対策局長、担当田村
　はじめに青木局長から「自治労はこの6月期に、全組織をあげて、男女平等産別統一闘争に取り組んでいる。本日は、地方三団体への要請行動の一環として、地域の男女平等は行政が中心となって推進すべきことがらであり、連携して男女平等課題を解決していけたら、という趣旨で伺った」と挨拶し、意見交換を開始した。
　まず自治労から「例年の要請行動であるが、今回はとりわけ臨時・非常勤等職員の課題について、自治労の調査では全国の自治体職場に推計70万人の臨時・非常勤等職員が働いており、そのほとんどが女性である。基幹的業務を担っている方も多いが、賃金・労働条件はとても低く抑えられており、大きな問題だと考えている。また職場におけるハラスメントが増えている。連合の労働相談の内容ではハラスメント関係が大多数を占めているという結果もある。これらについて市長会としてどのような認識をもっているか。」とただした。加えて「男女共同参画に関する条例・計画について、策定しただけで終わっているケースも多いようだ。また、次世代育成支援対策推進法に基づく特定事業主行動計画について、有効活用すれば男女平等推進に寄与するところが大きいもの。市長会のネットワークを活用するなどして情報提供等お願いしたい」と発言した。
　市長会からは「非常勤等職員の再任用・待遇については、裁判で様々な判決が出ていると認識しており、十分とは言えないが、前進しているという認識でいる。ハラスメント関係については、訴訟件数も増えているというのは聞いている。公務員より民間の方が圧倒的に多いのではないか。」との発言があった。
これに対して自治労は「市役所内でも臨時・非常勤等職員の皆さんはハラスメントについて発言しにくい立場にある。条例・計画については多くの市で策定が進んでいるが、『画に描いた餅』にならないように、様々な機会と通じて広めていっていただきたい」と発言し、今後も定例的な意見交換の場を持つことを要請し、この日の行動を終えた。
以　上


※今年の要請行動の日程は下記の通りです
[image: image1.png]#HOF %

[

" OM R

6 138

(&3]

13:

w4

6 H2lE

(&)

1

FE%HE

5 H30E

(&3]

1

imoE

-

5 H30E

(&3]

L3

-

6HTH

(&)

B #

-

5 H27H

A





PAGE  
2

